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〔書誌樺69第繍62撫骨〕

至誠会第二病院における糖尿病専門外来の治療状況に関する報告

東京女子医科大学 糖尿病センター（所長：平田幸正教授）
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      大河原久子・宇治原典子

         至誠会第二病院
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         はじめに

 昭和57年10月に至誠会第二病院に糖尿病専門外

来が開設されてはやくも4年6ヵ月が過ぎようと

している1）2）．そこで私達は糖尿病専門外来を訪れ

ている患者の治療状況を把握するために少くとも

3年間以上の通院可能であった患者を無作為に選

び，性・年齢・肥満度・血糖値の変動およびヘモ

グロビンAIc（以下HbAlc）等にチェックポイン

トを置き，糖尿病管理状況につき若干の考察を加

えたので報告する．

        対象と観察

 対象は至誠会第二病院・糖尿病専門外来を昭和

62年1月から3月までに再来受診した患者のなか

から，3年から4年3ヵ月通院可能であった者と

した．

 糖尿病外来での管理状況を知る上で，再来受診

患者の性別・年齢・推定罹病期間・常用食事負荷

試験等の血糖の変動・HbA、、・肥満度（body mass

index：BMI，体重kg／身長m2）を測定し，合併

症の有無および治療法との関係を検討した．

         結  果

 1．再来受診患者における性別・年齢別構成

 表1は，昭和62年1月から3月までに糖尿病専

門外来を受診した患者の中から，3年間以上通院

可能であった者を対象として選び，その性別・年

齢および罹病期間等を示したものである．

表1 至誠会第二病院糖尿病外来における3年以上

 の継続受診患者の性・年齢および推定罹病期間別

 分類

推定罹病期間（年）

性
年齢（歳）

＜5≦ 〈10≦ 計（％）

男 50≦
V0≦

く50
モV0

4i4  1  1 1口2  ： 2  L

7（12．1）

P4（24．1）

S（6．9）

女 50≦
V0≦

＜50
q70

  i2  ；3  1  卜 li1。3 1 7  1

2（3．5）

P8（31．0）

P3（22．4）

計（％） 13 i
i22．4）l    I                I

18 127
i31．0）1（46．6）

58

@ （100）

 男が25名で，女は33名であった．年齢別にみる

と男女共に50歳から70歳未満のものが多く，男は

全体の24％，女は31％であり男女別では男の25名

中15名（56％），女の33名詮18名（54％）であった．

罹病期間は10年以上が全体の半数近くを占めてい

た．

 2．再来受診者患者における治療別分類

 治療別にみると，男女共に初診時よりすでに経

口血糖降下剤を服用しているものが多く，男では

その48％に，女では69％が経口剤を服用していた．

しかし，3年間の糖尿病外来受診期間中，男では

12二二4名が血糖降下剤から食事療法となり，1

名がインスリン療法となった．女では23名中3名

が経口剤から食事療法へ，5名がインスリン治療

となった．さらに詳細にそのうちわけをみると，

 Hisako OHGAWARA， Noriko UZIHARA〔Diabetes Center， Tokyo Wome且’s Medical College〕Miwa

MIKAMI， Yoshiko NOMURA〔Second Hospital of Shiseikai〕：Report on current aspects of diabetic
treatment at the Diabetic Clinic Shiseikai Hospital
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表2 治療別分類

男 女

治 療

 初 診
iS。57．10～

@ S，59．1）

 現 在
iS．62．1～

@ S．62．3）

 初 診
iS．57．10～

@ S．59．1）

 現 在
iS．62．1～
@ S．62．3）

食   事
 6
i24。0）

 10
i40．0）

 4
i12．1）

 7
i21．2）

経 口 剤
 12

i48．0）

 7
i28．0）

 23
i69．7）

 15
i45．5）

インスリン
 7
i28．0）

 8
i32．0）

 6
i18．2）

 11
i33．3）

計（％） 25

i100）

25
i100）

33

i100）

33

i100）

（mg／dD
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  図1 糖尿病管理の効果判定（1）

常用食事負荷前後の血糖値の変動（Mean±SD）

男における血糖降下剤服用者の7雪中3名は服用

量が少なくなり，2名が不変，他の2名は服用：量

が増し，女では15名中2名が量の減少，6名が不

変で，残りの7名は服用量が増した．インスリン

治療者では，男の8下中2名が注射量：の減少，6

名が増加，女では11血中3名が減少，8名が量の

増加をみた．すなわち男女共に食事療法または経

口剤治療患者では改善の傾向を示したが，インス

リン治療者においてはむしろ悪化の傾向を示した

（表2）．

 3，糖尿病管理の効果判定：常用食事負荷前後

の血糖値の変動

 治療の効果を判定する一つのチェヅクポイント

表3 糖尿病管理の効果判定（II）

 治療別にみたHbAIc．（％）

    性 別
?療

男 女

食   事 6．4±0．89 6．7±1．51

経 口 剤 7．4±L69 8，1±L42

インスリン 7．6±2．19 8．3±1．64

として，常用食事負荷試験前後における血糖値の

変動がある．図1は同一患者において初診時およ

び現在と2回常用食事負荷試験を施行し，食前お

よび食後1時間の血糖値の変動を観察した．

 食事療法および経口剤治療を受けている者は食

前の血糖値と食後の過血糖が共に改善を示した

（p＜0．05）が，インスリン治療患者では男は食前

の血糖値がわずかに低下の傾向を示したが，推計

学的に差はなかった．女では食前血糖は変らな

かったが，食後1時間値の過血糖に差がみられた

（p〈0。05）．

 4．効果判定：HbAl。

 糖尿病の代謝状態を把握する一つの手段として

HbA1，がある．表3は治療別にみた男女間におけ

るHbA、cの平均値を示しまものである．食事療法

を受けている者では男は6．4±0．89，女は6．7士

2．19で，経口剤治療群では男は7．4±1．69，’ 翌ﾍ
8．1±1．42を示し，インスリン治療では男は7．6±

2．19，女が8．3±1．64と男に比べ女に高い傾向を示

した．

 5．効果判定：BMI

 表4は治療別にみた体重の変化をBMIで表わ
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 表4 糖尿病管理の効果判定（III）

体重の変化（BMI：体重kg÷身長m2）

男 女    性 別

S 療

 初  診
iS．57，10～
@  S．59．1）

 現  在
iS．62，1～
@  S．62．3）

 初  診
iS．57，10～
@  S．59．1）

 現  在
iS．62．1～
@  S．62．3）

食    事 22．03±3．49 22．06±2．64 23．11±2．90 23．19±2．25

経  口 剤 21．89±2．83 22，14±3．59 22．07±3．14 22．78±2．30

インスリン 23．47±3．55 24．43±3．20 22，14±4．61 22．38±3．26

したものである．3年間の外来通院における治療

別観察では，BMIには推計学的差をみなかった．

 6．効果判定：合併症，殊に網膜症の変化につい

て

 糖尿病の三大合併症である網膜症は，疾病の進

展をみる大きな指標となる．

 男25名，女33名の糖尿病外来受診患者のうち初

診時すでに網膜症を合併しているものは男で8

名，女では11名であり全例が非増殖性網膜症で

あった．3年後には男は9名，女では19名に増加

し，殊に増殖性網膜症となったものが男で4名，

女で3名であった．

 尚，腎機能および神経所見で顕著な変化を来た

したものは男女共に1例もみられなかった．

         考  察

 至誠会第二病院糖尿病専門外来における3年間

の管理状況を観察した．患者の年齢構成が50歳以

上の女性の高齢者に多いのは，地域の基幹病院の

特色といえよう．また罹病期間が5年から10年以

上に多く，初診時すでに経口剤またはインスリン

治療を受けているものが男女共に全体の60％以上

を占めている．その大多数の患者は一般内科外来

ですでに管理を受けていた．しかしそれにも拘ら

ず初診時の食前血糖値が150mg／dl～200mg／dl，

食後1時間値が250mg／dl～300mg／dlであった事

は，糖尿病患者への食事および運動療法の教育が

不充分であったように思われる，糖尿病専門外来

での管理を受けた後の常用食事負荷試験では食前

の血糖値が100mg／d1～150mg／dDこ，食後1時間

値が150mg／d1～200mg／dl内にコントロールされ

て来たのは明らかに患者教育（食事および運動を

含む）の必要性を示している．

 近年，バイオテクノロジーの著しい発展からイ

ンスリン治療が一般に広く用いられるようになっ

たことは，表2でみるように高齢男女の約30％の

人達がインスリン治療を受けていることでも明ら

かである．しかしBMIのわずかな動ぎや常用食

事負荷前後の血糖の変動でも明らかなように，イ

ンスリンにたより過ぎて食事や運動療法がややも

するとおろそかになり易い傾向があることは注意

すべき点である．如何なる糖尿病の治療を受ける

にせよ，その根本には食事による体重のコント

ロールがある．このことは慢性疾患を持つ患者や

医者が忘れてはならないことを強調したい．

         ま とめ

 以上，至誠会第二病院専門外来の治療状況を把

握することにより，糖尿病という慢性疾患におけ

る患老教育の重要性をかんがみ，専門外来の開設

が患者にとって意義のあることと思われる．

 稿を終えるにあたり，患老教育に多大な熱意で協力

下さった亀崎栄養士，外来看護婦の大林・伊藤両氏に

感謝いたします．
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